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工萱臭術館と

吉川英治記念館を訪ねて
平成27年9月 15日午前 8時 、35名の参加者を乗せたバス

は、金沢文庫を出発し2時 間足らずで、青梅市の「吉川英治

記念館」に到着しました。吉川英治は、『宮本武蔵』などの著者

として知られる横浜市出身の国民的作家です。昭示冊の初めに

金沢を避暑で訪れ気に入 り、称名寺近 くに別荘を求めよう

としたことで知 られています。この記念館は、斉川英治が

戦前戦後の約10年間を過ごした家で、母屋や書斎は当時の

まま保存され、手入れの行き届いた庭園も素晴らしく、この

日は、約 2万 点の所蔵品の中から『新 ・平家物語』を中心と

した資料が展示されていました。続いて、「いもうとやJで、
｀
おばろ豆腐膳、の昼食をとったあと、『玉堂美術館』を訪れ

ましたc富 岡の旧川含玉堂別邸二松庵の焼失は、いまだに

喪失感やむなしさが消えませんが、川合玉堂が晩年を過ご

した地を訪れ、初秋の渓谷の美しい緑と文やかな川の流れに

癒され、美術館では孫の小澤館長に案内されて、作品に漂う

気品と穏やかな空気

を心地良 く感じまし

た。最後に寄つた休

憩所「澤乃井園Jの川

向にある寒山寺には、鐘楼に川含玉堂門下生が

描いた格天丼がありました。金沢ゆかりの方々

の文芸、美術に触れ、澄みきつた秋の空と美し

い渓谷、おいしい料理に皆さまには満足いただ

けたことでしょう。 (橋本藤子)
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おめてとうございます

新『金沢区総合庁書J銭エ

平成28年2月 22日から、区役所と消防署から

成る7陪 建ての
｀
和の趣、が感じられ、

｀
区民との

協働の要、としての新しい「金沢区総合庁舎Jが、

業務を開始した。

子
成

２８
年
度
新
年
会
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晴天に恵まれた2月 27日(土)、野島公国内の野島青少年研修センターと前方の

広場で、恒例の「海苔づくり教室」が行われた。参加者は、小学生6tl名・保護者42名

と過去最多であつた。この行事は、青少年の健全育成事業として金沢区役所から

委託され、横浜金沢文化協会が中心となり結成された「海吉づ くり実行委員会」が

実施しているものである。実行委員会スタッフら18名の指導の下、①海苔切り(細断)・
②海苔付け(簾貼り)・③海誉干し(天日干し)の行程を行なった。「海苔切りは楽し

かつたが、海苔を簾に広げるのが難しかった」等

の感想が聞かれた。参加者は、海苔が乾燥するま

での年前中は、「海苔の生態」「海苔づくりの歴史」

等をビデオ等による解説を受け、昼食時には若布

汁をサービスされ、年後からは、横演金澤シティ

ガイ ド協会メンバーの案内により野島公園内の史跡などを巡 り、展望台まで散策

した。その後、参加者は乾燥する海苔が発するパチバチという音を耳にしつつ、

手作 りの海苔を収種し、満足気に足取 りも軽 く家路についた。   (野 中建吾)
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韻牛
車

軸 韓 毒
昭和59年に結成された琴の合奏グループで、月に3回 、

仲間と合奏練習をしています。皆お琴が大好きで、少し

ぐらい具合が悪 くても、落ち込んでいても、仲間と一緒

にお琴の音に包まれると、すぐに心身ともに軽 くなります。

平成27年10月10日(土)、30周年を記念して、金沢公会堂

で演表会を開催しました。蒋開けに「六段の調」を20名の

大合奏で弾きました。 この曲は古由の基礎の基礎で、

初期に習 う曲なのですが、細かい技巧を忘れていたり、

勘違いしていたり、冷汗をかきつつ一生懸命に練習して

から舞合に臨みました。「大迫力でした !」と嬉しい感想

を頂きました。終曲は先中たちの「春の海」で、大拍手の

うちに、演奏会は終了しました。これで一つの区切 りを

つけ、また新たに出発です。年齢を重ねながらも、「休

まずに続けようね」「
一歩でも前に進もうね」と励まし合い、

年 1回 の演奏会、「金沢区音楽のつどい」への参加、和楽

器体験授業のお手伝い等活動していきます。
(佐野史瑞子)
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☆区民の作品展☆ 金 沢区民文化算実行寮員会
10月9日 (金)～13日(火)金 沢地区センター体百億

区民及び区関係の人達から公募した絵画 写 真 書 道 文 芸(俳句 ・

短歌)手 工芸を一堂に展示した親しくそして楽しい展示会です。会場

入口内には、金沢華道会により飾られた大きく業しい
°
迎え花

・
が入場者

を暖かく迎えました。今回は、出展書

328名 、入場者約 1100名 を敏え

ました。同時に 区 内の小 中 学生の

作品を展示しましたが出展した生徒の

家族 友 人らが来場して 会 場には活

気がみなぎり好辞でした。 (野中建吾)

第27回金沢区民文化景は、平成27年10月9日から

同12月20日までの間、金沢区民文化察実行曇員会

主に、豊沢区役所共は、NPO法 人嶺浜壺沢文fヒ

協会後媛Eよ り、次の通り10行事が実施されました。
Ω困□園葵砲露

☆金沢三曲減喪会☆ 金 沢三曲会
11月3日 (火・祝)金 沢公会出

尺八奏者9名 による演安で幕を開け 古 曲から現代曲、子供たちから

熱年まで 年 齢日、曲目ともにバラエティに宮み、熱気に包まれた一日

会来三由演本会 1京圭生あ纂告あF督桝3鷲岳
、 き な姿に、会場の盛大な相手

はなりやみませんでした。最

後は、尺八本曲を紋付袴姿で

格潤高く演奏し、盛会裏に終

了しました。 (佐 野宝瑞子)

☆率通展☆ 金 沢球出会
10月10日(土)～11日(日)金 沢地区センター2階大会口室

華道展では、毎年皆様から「求晴らしい」「葱されました」等のお言葉を

頂きますが、昨年は少し違いました。「春にも華道展を是非 !J「感動

しました。私の生家(高知県)の庭の孟宗竹で花入れを何本か造って送る

から使つて下さい !Jと層け先をメモ。

いずれも男性。「こんな素敷な華道展

の案内表示を印刷した活字が 似 合わ

ないですよ。来年は私が,い てあげま

しょう」。会民一同、感謝感激 !改めて
「いけ花を後世に 。・」の思いを新たに

した筆道展でした。 (堀恵桐)

1鏑 ! 』ヽ灘竪軽恵鋒雲署と,岡B IBl金沢公筆
革開けは今回8回 目の六浦小琴クラブ、次の高舟台小特別合唱クラブ

はTBSこ ども音楽コンクールで歌った曲や トーンチヤイムの音色で

横浜中学 高 等学校合唱クラブのお兄さん達は男声コーラスで各席を魅了

した。グストは金沢少年少女合唱団、小 1か ら大学生の殉名が熱演.

2部 に入るや宮岡東中に続き釜利

谷中の吹奏楽、どちらも女性の指

揮者で弾けんばかり。最後を飾る

横浜中学 高 等学校吹奏発部の演

豪で会場は大潤足でした。

(森川淳子)

☆奔璃奇格(ダ輪 区センター2印豊・ロピー
束やかな秋晴れの日に、金沢地区センター2階の利ととロピーでお素会

を催しました。今回は高席とも車千家の席になりました。和豊席は喪千家

十五代由雲斎大宗匠奪「万里無片雲Jの軸を掛けて、お茶醜は波々斎箱の

赤楽でのおもてなしです。ロピー席は「なごみ立礼綱Jを使い、和受■放

きの感じで長板に風炉、釜を据えて

古志野の水指を置き掛物は紅葉画賛

で 両 席とも秋がいつばいでした。

区役所の方々もお席にお入り頂き、

お客様は 155名 でした。

(同問宗映)

☆金沢区日本舞踊違盟公演☆ 金沢区日本舞爵連盟
12月 6日 (日)金 沢公会出

日本舞踊連盟公演では、伝統的文化の継承を受けつぎ、松竹衣装

大道具等はそれぞれの第踊に合せ変り、日本舞臨本来の姿をお客様に

見て頂き、「感動しました !」との増しい言葉

を沢山頂貫しました。私達は、人材育成の

披をの場でもあり、芸術を通し地域文化の

交流を図り 世 代を超え楽しんで頂けるよう

に努力して参ります。また、「金沢文化芸術

宗」にも所属し 自 由参加による文化活動の
一増を担っています。 (花柳徳蓮)

☆金沢区音楽のつどい☆ 金沢区音楽のつどい実行舞員会
10月18日(日)金 沢公会出

35年目を迎えた「金沢区音楽のつどい」は 棟 習拠点を金沢区にIい て

いる音楽団体が、音楽文化の向上とお互いの親睦を図ることを目的として、

日頃の練習成果を発表するステージです。構成は32団体、参加は28団体

でした。また35周年を記念して 指 揮杉山範雄先生、ピアノ田中久美先生、

133名 の有志で、フォーレの

「レクイエムJを演奏し、実やかな

気持で終えることが出来ました。

平成28年度は 10月16日(日)'子 公

会堂で開催予定です。(宮崎裕子)

☆金沢シンフォニカプロムナー ドコンサー ト☆
横浜金沢交口楽団 12月 13日(日)金 沢公会出

今回はクラシック音楽のプログラムで「ベー トーヴェン交軍曲第 1番」

で古典派の音楽 「ドヴォルザーク交吾曲第8替」でロマン派の音楽などを

被露。一般的にクラシック音楽と言われている19世紀ヨーロッパの代表的

な出を言察の変江(古典音楽からロマン派音楽へ)や作曲家のエピソー ド

など解説を折り込みながら演奏した。普段あまり聴きH染 みのない方々

も曲の背景が分かり

熱心に聴 いて くだ

さった。今回も積席

でした。

(長谷川克己)

☆吟と舞の察典☆ 食 沢区吟剣締舞道連田
10月24日(土)金 沢公会生

吟剣詩舞には絶対必要な定書の「金沢八r詩 」今回は区内在住者だつた

宇野先生の漢詩を告流派が吟詠しました。次に恒例の「歌謡吟詠コンクー

ルJは、出場者は年毎に実力伯仲で審査員泣かせの盛り上がりでした。

また、目玉の特別構成番組は「日本の実Jで、日本の業しい風景を読んだ句
「近江八r」から「松お」「富士山」等を吟剣詩舞で飾りました。更に 青 少年

吟詠には期待出来ます。今年

も会場の皆様から善意の多額

の事金が寄せられ、金沢区社

会福祉協ま会へ贈呈しました。

(遠藤勝美)

☆民語のつどい☆ 金沢民田協会
12月20日(日)金 沢公会と

昨年 2月 に結成された金沢民誘協会。金沢区民文化察に初参加させて

いただき、第 1回 「民謡のつどい」が無事に終了しました。民話を愛する

金沢区の18支部が集結し、北は北海道から南は九州まで、95由の民謡を

発表しました。オープニングは「花笠音頭」 フイナーレは「ダンチョネ

節」を出演者と会場全員で

唄いました。個人の発表や、

踊リ プ ロの義者による津

確三味線の曲弾き 民 謡歌

手のコラポなど 充 実した

内容で盛り上がりました。

(阿部きみえ)
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金美 。新春展

金沢区美術協会i性 の「金美 ・新春展Jが 1月 20日から

26日まで、磯 r区民文化センター杉田劇場ギャラリーで

開催された。この美術展では、昨年11月に当協会が実施

したバススケッチ旅行をテーマにした作品21点と、一般

画題をテーマにした作品29点を展示した。バススケッチ

旅行の行先は「伊豆の瞳Jと語われている「一書湖」で、参

加者は44名であつた。紅業にはまだ早い時期だったが、湖

をバックに一部黄美した木々を入れて書いた人、遊歩道に

重れ下がつた樹と湖を描いた人、また湖に張り出した桟橋

を描いていた人達が、今回の展覧会に出品していた。一般

画題の方は、日頃描き貯めていた人物、静物、風景画、

抽象画が出品されて、バラエティーに富んだ美術展となつ

ていた。会期中、

荒天の日もあつ

たが、約 5 0 0

名の方 々が鑑賞

に来られた。

(大滝照平)

1綸t

Ｒ

、

11月22日(日)、金沢公会堂において、文化協会の国際交流事業でもある

KANASUIク リスマス ・チャリティー ・コンサー トの14回目を迎えました。

区内の障害者の皆様を支援する目的で始めたコンサー ト、初回からの

チャリテ ィーの累計が 1,292,193円 となつたことを、ここに報告
いたし、長期にわたる告様の善意に心より感謝申し上げます。

さて、昭和46年のこけら落としにて演奏して以来、「かなすい」のホーム ・

ホールとして皆様との楽しい思い出が沢山詰まった金沢公会堂での最後の
コンサー ト。そんな思いを込めた当日のロピーでは、懐かしい「金沢公会堂&

かなすい」の ミニ写真展を開催し、国際交流でお招きした海外の皆様にも金沢

公会堂の歴史を見ていただきました。一足早いクリスマスでしたが、団員一

同、和気詣々のコンサー トを皆様と一緒に楽しみました。

次は、 6月 26日に、逗子「なぎさホール」で定期演奏会を予定しております。

皆様のご来場を心よりお待ちしております。 (らつぱ爺)

l町|

沢 区美術展
よ・ 「 絵を見る楽しみJ
i  「 描 く楽 しみ」「発表

P 喜鳥番糸埜主名尋京
にした公募展 「第 8

回金沢区美術展」が

11月21日から27日ま

で、能兄台地区センターにて、地域の作品展と同時開催

された。今回の出展者は一般55名、倉員88名の計 143名

と過去最高を記録した。ジャンル別では水彩88点、油彩

32点、水曇19点、バステル、切 り絵、彫刻4点 の出品が

あつた。今回から
｀
ギャラリー トーク、と言 うことで、

出品者との交流を図るため、出品者が自分の絵の前で、

絵を描いた動機や、絵に対する思い入れなどを語つても

らい、それに対してギャラリー トークに参加している人

が質問したり、意見を述べる場を設けた。これへの参加

者が54名おり、質疑応答も活発で色々参考になつたと好

評であつた。来場者は約 1500名 で、これも過去最高

で成功裏に終了した。 (大滝照平)

全
沢
二
曲
会

の

出
前
教
室

「金
沢
三
曲
会
」
で
は
、

平
成
８
年
か
ら
、

和

楽
器
体
験
授
業
の
お
子
伝
い
に
、

楽
器
を
持
っ
て

区
内
の
小
中
学
校
に
出
前
し
て
い
ま
す
。

小
学
校

６
年
争
の
音
楽

の
授
業
が
主
で
す
が
、

５

・
６

年
生
対
象
や
、

授
業
参
観
時
に
、

ま
た
外
国
の

学
校
と
の
交
流
な
ど
様
々
で
す
。

お
気
に
入
り

が
あ
り
２
度
３
度
と
同
じ
楽
器
に
ま
わ
っ
て
く
る

生
徒
や
、

先
生
の
「は
い
、

も
う
終
わ
り
！
」
の

声
も
耳
に
入
ら
ず
、

授
業
が
終
わ
っ
て
も
楽
器

に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
姿
に
、

元
気
を
沢
山
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
「お
筆
は
音
色
が
と
て
も
綺
麗
」

「尺
八
は
な
か
な
か
音
が
出
な
く
て
頭
が
ク
ラ

ク
ラ
し
て
窒
息
し
そ
う
に
な

っ
た
≡
三
味
線
は

バ
チ
を
持

っ
て
構
え
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」
な
ど
、

色
々
な
感
想
を
聞
け
る
の
も
楽
し
み
で
す
。

毎

年
１５
校
前
後
に
出
前
し
て
い
ま
す
。

（佐
野
史
瑞
子
）
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「横浜金3Rを認eJ
平成27年 後期(第14回 )

俳句 ・短歌表彰式

横
浜
金
沢
俳
旬

・
短
取
ポ
ス
ト
実
行
委
員
会
主
催
の

「俳
旬
短
取
ポ
ス
ト
制
度
」
算
“
□
（平
成
２７
年
度
旬
期
）

表
彰
式
が
”
月
２３
日
（水
）、
金
沢
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
Ｅ
破
表
彰
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

【
様
旬
の
コ
】

☆
積
浜
市
金
沢
区
長
貫

（天
位
）

明
に
青
，
キ
き
よ
て
転
此
傘
時

登
沢
ピ
富
同
西
　
　
　
ｉ
浦
　
止
雄

（地
位
）

京
忠

り
な

い
っ
ぱ

い
に
大
花
火

金
沢
区
東
報
比
奈
　
　
奈
川
　
　
草

☆
横
浜
金
沢
俳
旬
　
短
歌
ポ
ス
ト
実
行
委
員
会
長
賞

（天
位
）

な

り
言

つ
づ
み
こ
だ
と
す
ネ
を
や

金
沢
区
寺
前
　
　
　
　
久
光
　
邦
晴

（地
位
）

ヨ
ゥ
ト
の
軟
乙
お
の
Ａ
ふ
と
こ
ろ
に

金
沢
区
東
朝
比
奈
　
　
藤
野
　
大
輔

☆
積
浜
金
沢
文
化
協
会
理
，
長
賞

（天
位
）

手
お
の
汐
Ｒ
く
ぐ
る
手
の
強
い
な

金
沢
区
富
岡
西
　
　
　
小
幡
　
友
子

（地
位
）

野
■
岸
る
ｔ

の
ご
と
を
の
キ

栄
区
本
郷
台
　
　
　
　
秋

′亡
　
字
之

☆
績
浜
金
沢
観
光
協
会
長
賞

（天
位
）

【
た
る
三
角
と
れ

の
水
法
は

金
沢
区
笠
利
谷
西
　
　
蛇
子
　
雷
児

（地
位
）

晩
■

の
注
野
■

の
空
に
は
る
花
火

金
沢
に
東
朝
比
奈
　
　
狩
野
輿
太
郎

☆
検
減
金
海
ン
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
理
事
長
賞

（天
位
）

律
鳴

ヘ
ロ
津

へ
い
ら
く
■
庄
敬

【題
は
の
口
】

☆
横
浜
市
金
沢
区
長
賞

青
能
　
う

っ
す
ら
間
の
た
日
に

ヽ
の
十
台
小
シ
テ
の
出
を
や

つ

金
沢
区
六
浦
　
　
　
　
佐
藤
　
良
一

☆
横
浜
金
沢
俳
旬
　
短
欧
ポ
ス
ト
実
行
委
員
会
長
賞

ｆ
円
の
を
る
号
室
に
日
と
れ
て

承
と
嗅
く
の
は
　
を
と

い
う
花

所
沢
市
西
所
沢
　
　
　
山
―――
　
優
孝

☆
横
浜
金
沢
文
化
協
会
理
事
授
貴

瀬
声
や
桜
　
供
守

の
生

の
は
る
か
上

■
日
発
の
タ
レ
，
ン
を
ｒ
ｉ
●

金
沢
区
東
朝
比
奈
　
　
杉
本
あ
り
さ

す
横
浜
金
沢
観
光
協
会
長
賞

拐
此
森

の
山
述
患
ぐ

え
士
う
の
よ
う
の
顔
　
汗
に
な
れ
て

含
沢
区
東
朝
比
奈
　
　
津
田
美
奈
子

☆
積
減
金
海
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
理
事
長
賞

「
的
な
ら
ぱ
お
守
う
上
げ
ま
す
」

わ
ｒ
町
の
争
や
な
【
す
　
ど
日
八
格

金
沢
区
宙
岡
京
　
　
　
柳
澤
み
ゆ
き

（野
中
建
吾
）

栄
区
荏
台
中
　
　
　
　
山
野

ネ地
位
）

台
慎
ウ
く
十

の
二

よ
う
■
本

る

金

沢
区
笠
利
谷
東
　
　
稲

田

辛

十

涼
子

☆
金
Ｒ
区
民
併
旬
【け
行
）
大
会
お
泉
☆

金
沢
俳
句
会
で
は
平
成
２７
年
１０
月
あ
門
⌒同
）、
金
沢
動
物
園

で
の
吟
行
後
、
「の
の
は
な
館
」
に
、

２７
人
の
俳
句
壇
好
青
を
集

め
て
、

第
１６
回
「金
沢
区
民
俳
句
（吟
行
）大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

次
に
上
位
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

阜

の
日
に
お
き
占
汀
や
照
位
養

本
や
か
に
わ
が
句
性
見
る
手
長
猿

虫
串
合
に
古
ひ
と
つ
出
て
状
の
空

状
客
を
引
き
キ
せ
は
は
手
を
食
む

秋
深
く
氏
る

，
ア
ラ
の
九
み
か
な

急
泰
と
白
さ
皐
牙
と
十
さ
空

こ
馬

の
強

い
て
時
夫
ひ
ろ
げ
を
う

持

一
養
争
官

の
色
を
☆
せ
て
お

つ

杖
注
め
る
ヤ
ギ
の
つ
が

い
の
毛
尊

い

状
時
や
「
は
ま

っ
こ
」
キ
リ
ン
業
生
す

☆
金
Ｒ
区
民
距
政

（敬
専
）
大
会
お
泉
☆

金
沢
区
民
歌
人
会

で
は
平
成

２７
年

Ｈ
月
２３
日

（月

・
祝
）
、

八
景

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
に
２３
人
の
短
歌
愛
好
音
を
集
め
て

金
沢
区
民
短
歌
大
会

（秋
季
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

次
に
上
位
の

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

本
寿
と
て
持
ろ
う
も
の
は
何
も
な
し

せ
め
て
背
筋
を
や
ば
し
，
か
ん
　
　
　
　
　
佐
藤
　
良
二

な
み
上
げ
て

一
枚

一
枚
読
み
返
し

葉
火
の
や
に
を
刺
を
投
げ
る
　
　
　
　
　
　
島
凹
　
達
巴

十
空
に
咲
ゆ
る
ぎ
く
ろ
の
示
さ
宍
を

下
技
の
兄
守
は
皆
見
上
げ
行
く
　
　
　
　
　
本
問
　
和
子

ば
ら
咲

い
て
咲

い
て
承

っ
て
よ
る
ゆ
ふ
ベ

焦
ら
な

い
豊
は
な

い
一
生
も
な
る
　
　
　
　
高
尾
　
文
子

テ
レ
ビ
範
る
も
パ
ソ
ヨ
ン
打

つ
も
を
間
の
持
子

母
が
進
し
し
駐
究
を
掛
け
て
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
絹
子

た
ま
さ
か
に
お

い
く
る
る
子
と
歩
む

も
古
☆
な

の
林
ゆ
る
山
進
　
　
　
　
　
　
　
大
江
　
良
子

（野
中
建
言
）

大 西 惣 太 松 小 柴 大 井
谷 村 野 日 本 幡 崎 川 山

祥 康 圭 耕 隆 友 幸 一 佳
i 枝 子 蔵 男 子 治 馬 子

鈴

日
　
祥
代
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金
沢
区
に
春
を
呼
ぶ
第
拠
回
「南
国
忌
」
が
、

２
月

２‐
日
（日
）
に
、

宮
岡
東
の
「長
昌
寺
」
で
開
催
さ
れ
た
。

講
師
は
、

司
馬
速
太
郎
記
念
館
特
別
学
芸
員

。
（財
）

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
の
増
田
恒
男
氏
。

演
題
は
■
近
代
説
話
』か
ら
『果
の
城
よ
第
４２
回
直
木

貨
）
へ
～
司
馬
遼
太
郎
の
軌
跡
を
中
心
に
～
」
。

司
馬

逮
太
郎
は
今
年
没
後
２０
年
で
、

週
刊
朝
日
Ｍ
０
０
Ｋ

か
ら
「没
後
抑
年
　
司
馬
速
太
郎
の
言
葉
」
が
発
刊
さ

れ
て
お
り
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
２
月
１３
日
（土
）
、

‐４
日
（日
）
の
二
夜
に
わ
た
っ
て
、
「司
馬
還
太
郎
思
索

紀
行
Ｆ
）
の
国
の
か
た
ち
と
が
放
映
さ
れ
る
な
ど
、

誠
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
講
演
で
あ

っ
た
。

増
田
氏
は

高
国
忌
の
会
の
実
行
委
員
の
大
河
原
英
奥
氏
の
助
言

を
得
な
が
ら
、

知
ら
れ
ぎ
る
司
馬
還
太
郎
の
裏
話
で
、

１
３
０
名
を
超
え
る
参
加
者
を
魅
了
し
た
。

（雀
田
　
修
）

「棒
兄
の
お
泰
各
」

行
手
の
高
え
や
上
に
つ
い
て

金
沢
茶
道
会
主
催
の
恒
例
行
事
の

一
つ
で
あ
る
金
沢
自
然
公
園
梅
林
で

２
月
２０
日
（土
）
開
催
予
定
で
し
た
「梅

見
の
お
茶
会
」
は
、

雨
天
中
止
に
な
り

ま
し
た
。

翌
２‐
日

（日
）
は
穏
や
か
に
晴
れ
て
、

横
浜
市
立
看
護
大
学
の
茶
道
部
担
当

の
茶
会
は
盛
況
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

（門
問
宗
映
）

野口英世細菌検査室保存会では、長浜の検疫所公開日(平成27年8月 22日)

に、同所敷地内の「検疫資料館」と同所に隣接する長浜野回記念公国内の「細菌

検査室」を巡る会を開催した。明治28年、山と海に囲まれた金沢村大字柴に
「長浜消毒所」が開設。防波堤と2本 の桟橋を備え、上 ・下等船客を一定期間

宿泊させる1・ 2号停留所、身体消毒の浴室、衣服消毒所、伝染病院、細菌

検査室、火葬場など33棟が建設。翌年に「長浜検疫所」と改称された。明治

32年、海港検疫法により、「横浜海港検疫所」となり、同時に発効した海港

検疫医官 ・医官稲の制度に基づいて、野口英世が医宮捕として者任した。

着任直後に、野回は検疫に出向いた船内で病気に苦しむ船員に出会い、異常

を感じて採血し、細菌検査室での検査でペス ト菌を発見。日本の検疫制度

と実務が欧米に並んだことを世界に示した。大正12年、震災で壊減的な打撃

を受けるが翌年には殆どの施設が復旧。昭和御年、 1号 停目所、細菌検査室

などを残して施設は撤去。平成 5年 、細菌検査室と周辺

が横浜市に払い下げられ、補修工事を経て通年の一般

公開となった。 1号 停宙所は検疫資料館として明治以来

の検疫資料 ・機材の展示場となり、検疫所内の教育施設

としても利用され、毎年 1回一般公開されている。長浜

に残る「検疫資料館 (1号 停留所)」と「細菌検査室」は、

日本に残る唯一の明治の検夜遺産である。 (金 田誠一)

0優 率寺 く開山忌法要〉鯛続会

10月21日夕刻より、本堂での開山忌法要後、朗読タイム

となり、芥川龍之介の「くもの糸」、高僧の話「鼻」の2作 品

を、間に体験コーナーを入れて朗読しました。大勢の方々

が集り朗読をお聴きになり、「初めて朗読を聴きましたが、

とても感動しました」と感想を言われたり、一人のご年配

の方は、「発声、滑舌の練習もあるので、これは良い !」

と、直 ぐに入会されました。

0朗 腕敷室「たちはな」発寝会

10月25日午後 2時 から八景コミュニティハウス文化祭

にて、今回は八景小学校音楽室で、朗読教室「たちばな」

の生徒の第 4回 目の発表会を行いました。 1年 間学んで

きた詩、童話、文学作品の中から、それぞれ好きな作品

が発表されました。その結果、「声も持ち味も違 う色々

な人がいて、問いていて楽しかつた」とか、「皆さんは、

年々確実に上達していますね」などの感想を頂きました。

目

■

皿

■

回

■

(橘 有 美)
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部動活

○

○

○

○

活動の■類

ヤ術 文 化 芸 術のllrt興を1対る活動

社会教育の推進を田る活動

まちづくりの推進を1判る活動

rど もの健41合成を1対る活動 そ υ)他

年  会  費

個 人 2 , 0 0 0 円

団 体  7, 500円 (会員25入以下)

10, 500円 (会員26人～50人)

15, 000円 (会員51人以上)

横浜金演文化協会■の口人または団体が行う行手で、

当協会の共催または役ほが必要な爆合は、申聞Bの

■■により、名確使用の静可と、資金燿助を年 1回

ほ度で実施しています。

々  間 合 せ 先  ヤ

会NP O法 人横浜金沢文化協会 ▼
よ  い務た↓葉  深 諄氷ツサ  ヤ
 々電話 045-782-0705  ヽ

☆☆豊 沢 Eに 文化ホ ールを ☆☆

養将狩: , 1 盗『
食}ヤ!:  終 さ

雪
生
告ど:l

御

菓

子

司

横

浜

紅

谷
　
鈴
木

道
弘

‐ＩＦＩ
和
ヨ
年
に
令
沢
区
常
岡
に
‐ィ
市
を
Ｌ
げ
て
〈
′
年
で
付
用
午
　
キ
様
の
暖
か
い
応
授

を
頂
き
、

誠
に
行
難
く
呼
く
感
謝
中
し
に
け
ま
す
　
平
成
封
年
開
催

の
「ガ
チ
あ
ま
」

⌒カ
チ
で
あ
ま
い
も
の
ナ
ン
バ
ー
ヮ
ン
決
定
戦
ド
に
，
人
橋
て
挑
戦
　
捜
店
術
中
神
　
位

令
僚
を
推
律
い
た
し
ま
し
た
　
）
≡れ
も
地
域
の
持
様
の
外
き
応
授
　
ご
協
力
の
暢
物
と

い
く
わ
礼
を
中
し
に
け
ま
す
　
昨
年
ツ
川
に
能
児
台
駅
そ
ば
に
能
叱
台
支
店
を
開
業
し

ま
し
た
　
」■
な
常
阿
駅
前
小
店
同
様
こ
壇
顧
の
ほ
と
よ
ろ
し

「
は

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

″
お
い
し
い
和
唯
子
の
は

″

お
い
し
い
和
柴
ｒ
作
り
を
通
じ
て
地

域
の
持
様
に
せ
さ
れ
る
こ
と
を
日
指
す

と
と
も
に
、

食
文
化
の
向
Ｌ
に
少
し
で

も
お
役
に
た
て
れ
は
と
精
進
し
て
参
り

ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″感

謝
″

ホームベージだより②

い。そのページが表示されますt

Ａ
ネ
ル
ロ
ヘ
の
建
加

横
浜
含
沢
文
化
協
会
は
、

金
沢
ば
民
活
動

セ

ン
タ
ー

⌒ゆ
め
か
も
ん
）
Ｌ
性

の
「
ハ
ネ
ル

展
」
に
　
的
川
附
Ｈ
（金
）
か
ら
″
Ｈ
（本
）
ま
で

の
１
週
阿
　
参
加
し
た
！

同
セ

ン
タ
ー
内

展

小
コ
ー
ナ
ー
の
壁
側
に

「
協
会
の
活

動
ス
ロ
ー
ガ

ン
守
を
墨
書
し
　
か

つ
恒
例

的
行
事

・
活
動

――
れ
打
づ
く
り
教
宝

・
塩

田
に
よ
る
塩
づ
く
り
　
吟
と
舞
の
祭
典

小
　
中
学
校
市
楽
率
　
キ
道
展
、

茶
公
な

ど
――
の
人
刊
字
真
を
帖
付
し
た
大
型
広
報

紙
を
増

下
し
た
　
併
せ
て
、

「
協
会
会
報

～メールマガジン発行と利用登録のお願い～

一般的にホーと、ベージ(HP)に は、新しい情報が次 々に掲載され

ますが、「1可時、どのベージに新しい情報が掲載されるか不けlJとい

う欠点があり、当協会のHPも 同じです。こυ)欠点を解消するため

に、当協会のHPに 新しい情報を掲載すると、それを皆様にお知ら

せする「メールマガジン(略称 :メルマガ)Jのサービスを始めます.

そこで皆様にお願いすることは、サービス利用の【i館です.

当会の メールア ドレス

ykbunnkaOgmail.● om

に「メルマガ配信希望Jと書いて、送信してください。それで「メル
マガ」の配信が始まります。受信した「メルマガJを開 くと、本文に

は、新しい情報の項目と掲載のHPア ドレスが箇無許きになってい

ます。見たい1青報があれば、そのHPア ドレスをクリックして ドさ

(金問誠 )

く
お
願
い
中
し
Ｌ
げ
ま
す

奈     会 員 の 募 集      V

l:協とあ吾浴|!畳悟け
・
吊動まだ詔3協売経を名戸ちこに国P

会個人または団体の常様t 大会及びい1合せは Fi :ど こ

A「問合わせ先」まで ご 連絡願います―        彰

平
成
力
笠
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８謎
釦
謎
隷
諦
塁

８
月
７
日
０

並
木
マ
主

〓
ア
ィ
ハ
ウ
ス

朗
続
敏
室
「た
ち
は
な
」
の
聞
腕
の
会

７
月
２４
日

０
　
海
の
公
園

塩
口
に
よ
る
々
づ
く
り

７
月
１６
日
０
　
親
比
奈
峠

塩
づ
く
り
敏
望
と
な
の
通
を
歩
く

６
月
２６
日
０

運
子
（化
ブ
ラ
〓
在
ぎ
さ
ホ
ー
ル

金
沢
吹
員
桑
回
第
毎
回
定
畑
演
員
会

６
月
　
八
景
島
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

あ
じ
さ
い
算
茶
会

６
月
２
日
は
　
自
山
六
郎
重
保
公
廟
所

白
山
六
郎
Ｅ
保
公
頭
彰
法
要

６
月
上
旬
　
金
沢
区
役
所
多
目
的
室

お
８
回
金
典
協
展

５
月
３．
日
的
～
６
月
６
日
的

は
浜
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

横
浜
金
沢
写
真
連
日
第
３
回
公
事
展

５
月
２２
日
個
　
金
沢
地
区
セ
ン
タ
ー

金
沢
茶
迪
会
設
立
西
周
年
配
念
策
会

５
月
２‐
日
的
　
瀬
戸
神
社
境
内

第
１５
回
瀬
戸
神
社
居
含
通
手
納
減
武
会

５
月
７
日
仕
　
旧
川
合
玉
堂
邸

抹
茶
お
呈
茶

５
月
１
日
０
　
旧
伊
藤
博
文
金
沢
別
邸

ば
た
ん
景
り
茶
会

４
月
下
旬
　
　
八
景
コ
ミ
ュ
〓
ア
ィ
ハ
ウ
ス

金
沢
区
民
短
欧
（中
字
）
大
会

４
月
下
旬
　
　
金
沢
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

俳
旬
短
歌
求
ス
ト
制
度
第
１５
回
寝
彰
式

４
月

２４
日

働

～
卸
日

小埋

置

民
文
化
セ
ン
４

”
的
ロ
ロ
忠
食
沢
区
●
■
白
会
慶

ギ
ャ
ラ
リ
ー
一杉
邸
型
〓

４
月

１１
日

働
　
瀬
戸
町
内
会
館

】
京
金
沢
口
，
タ
リ
，
ク
ラ
ブ
例
会
で
の
開
晩
部
の
朗
”

３
月
２４
日
的
　
金
沢
地
区
セ
ン
タ
ー

文
化
日
演
会
「南
極
赳
冬
活
動
体
験
政
」

３
月
１５
日
∽
　
金
沢
地
区
セ
ン
タ
ー

煎
茶
を
楽
し
む
会

３
月

１３
日

０
　
金
沢
公
会
堂

８
久
に
つ
な
ぐ
～
金
沢
公
会
と
き
よ
な
ら
コ
ン
サ
，
ト

文
化
協
会
行
事
予
定
（日
程
極

(701)

0933

●8,
4757

岡

０７０５岡
的

０９。

７‐０９

５２９８

岡

８。７９

ｍ
５４３５
７３００

(701)

4964

(704)

1741岡
ｍ

岡

２２９８岡
３。７９

●8〕

3079

(731)

5044

(701)

5044

(701)

4964岡
４７５７

側
ω

岡
４０３２

側
４。８２

a

済
）
貧
谷
藩
》
翁
（

２
月
に
、

新

・
金
沢
区
総
合
庁
舎
が
竣
工
し
、

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、

地
域
振

興
課

・
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
を

一

層
密
に
し
て
、

実
効
の
上
が
る
活
動
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

　

　

（Ｋ
．　

Ｎ
）

構
合
文
化
部
　
田
宮
　
臓
二

昭
和
如
年
３
月
の
東
京
大

空
襲
で
生
家
は
消
滅
し
、

曾

祖
父
の
別
荘
が
あ
っ
た
寺
前

に
、

戦
後
７。
年
居
住
し
て
お

り
ま
す
。

そ
し
て
平
成
６
年
か
ら
当
地
で
眼
科
医
院

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

横
浜
金
沢
文
化
協
会
と
の
係
わ
り
は
、

家
内
が

茶
道
会
か
ら
総
務
と
し
て
お
手
伝
い
し
て
い
る
関
係

で
入
会
し
て
お
り
ま
す
が
、

私
自
身
の
活
動
は
な
く
、

も
っ
ば
ら
家
内
へ
の
内
助
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

金
沢
区
の
自
然
保
護
と
文
化
の
維
持
の
為
に
微
力

な
が
ら
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

邦
慕
部
　
岩
下
　
寛
治

平
成
郷
年
の
ユ
ニ
ー
の
建

替
え
で
、
「岩
下
書
店
」
は
４３

年
間
の
営
業
を
終
了
致
し
ま

し
た
。

地
元
の
皆
様
を
は
じ

め
、

多
く
の
方
々
に
ご
鳳
員
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
前
は
文
化
協
会
の
賛
助
会
員

と
し
て
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
個
人

会
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

活
動
部
門
は
、

邦
楽
部
で
す
。

端
唄
、

俗
曲
を
師
匠
に
つ
い
て
習
い

「芝
で
生
ま
れ
て
ヽ
か
ら
か
さ
」
な
ど
、

よ
く
唄
っ
て

い
ま
す
。

地
元
の
歴
史
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
の
で
、

地
元
の
歴
史
グ
ル
ー
プ
に
入
会
し
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

阿
部
き
み
え

・
榎
本
あ
け
み

・
遠
藤
　
勝
美

・

橘
川
　
和
夫

・
後
藤
　
政
也

・
佐
野
史
瑞
子

・

鈴
木
　
　
稔

・
野
中
　
建
吾

・
宮
崎
　
裕
子

・

奈
川
　
淳
子
　
　
　
　
　
　
　
　
（五
十
音
順
）

写
真
部
　
山
本
　
　
明

官
岡
西
の
新
果
住
宅
地
に

移
り
住
ん
で
０
年
が
経
ち
ま

し
た
。

当
時
は
家
も
ま
ば
ら

で
、

最
寄
り
の
駅
か
ら
の
バ

ス
や
ス
ー
バ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
な
く
、

不
便
を
か

こ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
道
路
網
も
整
備
さ
れ
、

生
活
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

気
候
が
温
暖
で
自
然

公
口
に
も
近
く
、

海
に
も
恵
ま
れ
た
終
の
機
家
と

し
て
、

日
本
で
い
ち
ば
ん
住
み
よ
い
処
だ
と
、

感
謝

の
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

来
る
４
月
６
日
か
ら

１１
日
ま
で
、

石
川
町
の
Ｌ
プ
ラ
ザ
で
、

モ
ノ
ク
ロ

写
真
と
水
曇
画
の
二
人
展
を
開
き
ま
す
。

ご
高
覧

下
さ
れ
ば
幸
い
に
存
し
ま
す
。

総
合
文
化
部
　
森
上
　
久
夫

昨
年
、

知
人
に
誘
わ
れ
て

「海
誉
づ
く
り
」
に
参
加
し
ま

し
た
。

上
手
く
出
来
た
時
の

子
供
達
の
実
顔
や
得
意
顔
を

見
て
私
自
身
に
と
っ
て
も
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

夏
に
は
「塩
の
道
を
歩
く
ヽ
塩
日
に
よ
る
塩
づ
く
り
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
で
も
子
供
達
と
楽

し
く
触
れ
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

体
験
す
る

こ
と
は
、

理
解
が
で
き
記
憶
に
残
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
実
行
委
員

会
も
楽
し
み
で
す
。

金
沢
の
歴
史
や
文
化
の
継
承

事
業
に
、

こ
れ
か
ら
も
参
加
し
た
く
思
い
ま
す
。


